
【別紙】

　ワークショップの結果　【会場：外川目振興センター】

住み続けたいと思える花巻にするには

地域の担い手
・集落機能が低下してきている。
・各役員のなり手がいない。

・老後、安心して生活できる地域になる
　ように、助け合える環境をつくる。
・役員報酬の充実。

若者
・若者が安心して生活できる生活の確
　保。

・若い人達の会議体をつくる。
・大迫の魅力（ブドウ、ワイン、神楽
　等）を更に高める方法を皆で考える。

除雪 ・市道の除雪が不十分。

公共施設の管理
・大迫町の際に小学校統合に伴い３地区
　に集落センターを設置したが、市で管
　理してもらいたい。

・人口減少により、地域だけでの維持管
　理はできない。よって市で管理す
　る。（外川目、内川目地区）

中山間
・今後の中山間農業が不安だ。
・草刈りをする人がいない。

・シルバー人材センターの活用。
・地域おこし協力隊の増員。

空家 ・空家が顕著になってきている。 ・空き家バンクの充実。

獣害
飲食店

・鳥獣被害が顕著になってきている。
・熊による被害が不安だ。
・大迫に飲み屋がない。
・食事をするところがない。

・ジビエ講習会を行う。
・ベルンドルフでジビエ料理を提供す
　る。
・銃規制を緩和して夜間に捕獲できるよ
　うにする。
・各地域にアドバイザーを配置する

結婚 ・独身者が多い。
・仲人の人材育成。
・市主催のマッチングの実施。
・集団お見合いの機会をつくる。

交通手段
公共交通

・通院や買い物への不安を抱いている。
・飲食後の帰りの手段がない。
・運転代行がない。
・乗合タクシーを利用しても少ししか買
　い物できない。
・移動手段が心配で高齢になっても免許
　返納ができない。

・高松第３行政区の取り組みを学習して
　みる。
・移動販売車（とくし丸）を利用してみ
　る。

【テーマ】

分類 課題と感じていること どうすれば解決に向かえるか

消防団
・消防団の統合を検討しているが縮小す
　ることで地域防災に不安が残る。
・消防団員が減少している。

・消防団員活動費の補助。
・全市役所職員が消防団へ入団する。
・小中学校への消防団出前講座を行い理
　解を深める。
・機能別消防団員の増員。



分類 課題と感じていること どうすれば解決に向かえるか

市道 ・道路が狭い。

防災アンテナ
・現在の設備では大迫全てをカバーでき
　ない。
・協働アンテナの維持費がかかる。

・全地域に同様の情報が行き渡るような
　仕組みの創設。

観光
・大迫の観光PRが難しい。
・宮沢賢治バスツアーを実施して欲し
　い。

人口減少
町の活気

・大迫地域の人口減少が深刻。
・一人暮らしの増加。
・大迫に活気がない。
・若者が少ない。
・結婚しない。
・跡継ぎがいない。

・安心して仕事ができる環境の確保。
・北上市のベットタウン化を図る。
・レジャー施設をつくる。
・大迫高校に入学するメリットをPRす
　る。
・大迫に働く場をつくる。
・大迫の魅力を高める。


